
別紙3(⑧)

　基本財産及びその他の固定資産（有形・無形固定資産）の明細書　

社会福祉法人名　 社会福祉法人　足羽福祉会

拠点区分   　　　足羽ワークセンター
(単位 : 円)

期首帳簿価額(A) 当期増加額(B) 当期減価償却額(C) 当期減少額(D) 期末帳簿価額(E=A+B-C-D) 減価償却累計額(F) 期末取得原価(G=E+F)
うち国庫補助
金等の額

うち国庫補助
金等の額

うち国庫補助
金等の額

うち国庫補助
金等の額

うち国庫補助
金等の額

うち国庫補助
金等の額

うち国庫補助
金等の額

基本財産(有形固定資産)

　土地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　建物 59,012,299 35,634,920 3,925,572 0 2,851,341 1,614,360 12,150,111 9,545,091 47,936,419 24,475,469 75,749,731 44,405,919 123,686,150 68,881,388

基本財産　合計 59,012,299 35,634,920 3,925,572 0 2,851,341 1,614,360 12,150,111 9,545,091 47,936,419 24,475,469 75,749,731 44,405,919 123,686,150 68,881,388

その他の固定資産(有形固定資産)

建物 88,651 0 361,746 0 34,406 0 0 0 415,991 0 673,798 0 1,089,789 0

構築物 283,457 0 0 0 283,455 0 0 0 2 0 3,092,248 0 3,092,250 0

機械及び装置 522,337 0 0 0 306,993 0 102,193 0 113,151 0 22,180,964 5,000,000 22,294,115 5,000,000

車輌運搬具 7 0 490,000 0 20,416 0 1 0 469,590 0 12,827,125 2,274,000 13,296,715 2,274,000

器具及び備品 971,473 0 4,213,562 0 432,335 0 4 0 4,752,696 0 14,147,236 0 18,899,932 0

建設仮勘定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

有形リース資産 0 0 645,187 0 84,488 0 0 0 560,699 0 84,488 0 645,187 0

その他の固定資産(有形固定資産) 計 1,865,925 0 5,710,495 0 1,162,093 0 102,198 0 6,312,129 0 53,005,859 7,274,000 59,317,988 7,274,000

その他の固定資産(無形固定資産)

権利 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ソフトウェア 1,398,148 0 0 0 704,563 0 0 0 693,585 0 3,818,250 0 4,511,835 0

長期前払費用 168,157 0 0 0 0 0 104,984 0 63,173 0 0 0 63,173 0

その他の固定資産(有形固定資産) 計 1,566,305 0 0 0 704,563 0 104,984 0 756,758 0 3,818,250 0 4,575,008 0

その他の固定資産　合計 3,432,230 0 5,710,495 0 1,866,656 0 207,182 0 7,068,887 0 56,824,109 7,274,000 63,892,996 7,274,000

基本財産及びその他の固定資産　総計 62,444,529 35,634,920 9,636,067 0 4,717,997 1,614,360 12,357,293 9,545,091 55,005,306 24,475,469 132,573,840 51,679,919 187,579,146 76,155,388

将来入金予定の償還補助金の額 0 0 0 0

差引 0 0 0 0

(注）

1.「うち国庫補助金等の額」については、設備資金元金償還補助金がある場合には、償還補助総額を記載した上で、国庫補助金取崩計算を行うものとする。

ただし、「将来入金予定の償還補助金の額」欄では、「期首帳簿価額」の「うち国庫補助金等の額」はマイナス表示し、実際に補助金を受けた場合に「当期増加額」の「うち国庫補助金等の額」をプラス表示することにより、「差引」欄の「期末帳簿価額」の「うち国庫補助金等の額」が貸借対照表上の

国庫補助金等特別積立金残高と一致することが確認できる。

2.「当期増加額」には減価償却控除前の増加額、「当期減少額」には当期減価償却額を控除した減少額を記載する。

(自) 平成30年4月1日

資産の種類及び名称 摘要

(至) 平成31年3月31日


